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熱中症には気をつけて下さい
熱中症による建設業の死傷者216人。
死亡者は８人。業種別では最多。
暑さによる注意力の低下、睡眠不足による
疲労の蓄積等により労働災害が増えてきます。
水分と塩分の補給と休憩は小まめに。

命
を
守
る
た
め
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
徹
底
を

ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
保
護
帽
）
の
着
用
、
高
所
作
業
で
の
仮
設

足
場
の
設
置
・
安
全
帯
着
用
を
順
守
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

近
年
、
墜
転
落
災
害
に
よ
る
死
亡
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
労
働
安
全

衛
生
規
則
に
よ
り
建
設
業
は

上
記
表
の
作
業
で
着
用
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

墜
転
落
だ
け
で
は
な
く
、

飛
来
物
や
感
電
な
ど
か
ら
も

頭
部
を
保
護
す
る
目
的
が
あ

る
の
で
着
用
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
分
の
は
し
ご
等

か
ら
の
墜
転
落
に
よ
る
死
亡

災
害
の
約
73
％
は
頭
部
負
傷

で
、
そ
の
う
ち
約
84
％
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

て
い
て
死
亡
し
た
２
件
は

４
ｍ
を
超
え
た
高
さ
か
ら

の
墜
転
落
災
害
で
す
。

　

つ
ま
り
、
４
ｍ
以
下
か

ら
の
墜
転
落
災
害
で
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た

場
合
、
死
亡
災
害
は
発
生

し
て
い
な
い
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
す
。
死
亡
し
た

16
名
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
て
い
れ
ば
、
多
く
の

労働安全衛生規則に基づく
保護帽着用が義務付けられている主な作業

方
は
助
か
っ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

死
亡
災
害
が
発

生
す
る
と
本
人
だ

け
で
な
く
、
遺
族
、

現
場
作
業
関
係
者
、
施
主

等
の
発
注
者
に
も
多
大
な

負
担
や
迷
惑
を
掛
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
未
だ
に

建
設
現
場
に
よ
っ
て
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
せ
ず

に
作
業
し
て
い
る
姿
も
目

に
し
ま
す
。
仮
設
足
場
を

設
置
し
て
作
業
中
の
墜
転

不整地における 5トン
以上の運搬車の荷の積
み下ろし作業

落
を
防
ぐ
こ
と
も
重
要
で

す
が
、
ま
ず
は
自
分
の
命

を
守
る
た
め
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
な
い
作
業
者
が
い

た
ら
、
必
ず
、
着
用
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
ょ
う
。

５トン以上の貨物自動車
の荷の積み下ろし作業

建設工事でジャッキ式つ
り上げ機械を用いて行う
荷のつり上げ、つり下げ
等作業

型わく支保工の組立作業

地山の掘削作業

明り掘削作業

土止め支保工作業

ずい道等の掘削作業

ずい道等の履工作業

ずい道等の建設施行

鉄骨の組立等作業

鋼橋架設等作業

木造建築物の組立等作業

コンクリート造の工作物
の解体または破壊作業

コンクリート橋架設等の
作業

２ｍ以上の高所作業

物体の飛来のおそれのあ
る場合

高層建築物等でその上方
から物体が飛来または落
下するおそれのある作業
足場の組立等作業

高圧活線近接作業

低圧活線近接作業

統
計
か
ら
見
る
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
重
要
性
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香
芝
支
部
よ
り
和
田
支
部
長
さ
ん
、
山

本
さ
ん
の
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
本
部

か
ら
松
井
書
記
長
と
大
井
と
村
田
両
書

記
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
場
で
使
用
す
る
資
材
を
購
入
す
る

た
め
に
来
店
さ
れ
た
建
築
職
人
の
方
、

職
人
風
の
方
た
ち
に
も
声
を
掛
け
て
約

30
人
の
方
に
組
合
パ
ン
フ
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

レ
ジ
支
払
い
を
終
え
て
帰
る
方
々
に
、

「
建
築
組
合
で
す
。
労
災
や
健
康
保
険

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
組

合
加
入
を
。」
と
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

建
築
組
合
を
知
っ
て
も
ら
う
上
で
は
小

さ
な
き
っ
か
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

行
動
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
今
後

の
大
き
な
成
果
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
配
布
し
た
宣
伝
物
を
現
場
等
で

使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
組
合

の
名
が
広
ま
れ
ば
良
い
な
と
も
思
い
ま

す
。

　

一
人
一
人
の
力
は
弱
く
て
も
、
そ
の

力
を
集
め
て
組
合
が
大
き
く
な
る
こ
と

で
、
国
や
地
方
自
治
体
は
要
求
に
耳
を

傾
け
ま
す
。
建
築
労
働
者
・
職
人
の
結

集
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
諸
要
求
を
実

現
し
、
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
っ
て
き
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。「
数
は
力
」
で
す
。

　
　
　
　
　
（
本
部
書
記　

村
田
記
）

コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
西
大
和
店
で

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
弾
の
組
合
宣
伝

コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
西
大
和
店
で

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
弾
の
組
合
宣
伝

　

コ
ー
ナ
ン
プ
ロ
西
大
和
店
で
は
初
め
て

の
試
み
で
あ
り
ま
し
た
が
、６
月
13
日（
金
）

の
朝
７
時
半
か
ら
９
時
ま
で
朝
宣
伝
行
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
斑
鳩
支
部
よ
り
吉
川

支
部
長
、田
中
さ
ん
、勝
間
さ
ん
、奥
田
さ
ん
、

来店した建築職人さんに声掛けをして説明斑鳩と香芝支部の役員さんが連帯協力

機関紙が
ホームページでも
ご覧になれます

休憩時間のコーヒーと
共に、現場や事務所で
も全奈良県建築ニュー
スを読んでみませんか。
（組合からのお知らせ
　　　　　欄で閲覧）

詳しくはこちら⇒
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急
激
な
物
価
の
高
騰
に
よ
る

建
築
資
材
の
高
騰
、
ア
ス
ベ
ス

ト
建
材
の
適
正
処
理
に
係
る
費

用
の
増
加
な
ど
、
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
必
要
と
す
る
市
民
の
負

担
感
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
民
生
活
に
お
い
て

は
住
宅
の
耐
震
化
や
省
エ
ネ
化
、

風
水
害
対
策
や
防
犯
対
策
な
ど

住
宅
改
修
ニ
ー
ズ
が
顕
在
化
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
土
交
通

省
は
２
０
２
５
年
度
予
算
に
お

い
て
耐
震
改
修
助
成
制
度
の
補

助
限
度
額
の
引
き
上
げ
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
住
民

の
住
生
活
・
住
環
境
の
向
上
を

も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
多
岐
に
わ
た
る
産
業
に
経
済

波
及
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

私
た
ち
の
組
合
で
も
仕
事
の
全

体
量
を
増
や
す
こ
と
。
地
域
経

仕事確保に役立てよう 各市町村で助成金制度設置

対象工事費 助　成　額 助成上限額

10万円以上 対象工事費の総額の10％ 10万円を限度

空き家対策や住宅リフォームへの需要が高まっていることから、
県内各市町村では様々な助成金制度を設けています。
組合員皆さんの仕事確保に繫げられるようご活用ください。
「点検商法」といわれる詐欺行為が全国で発生し、安心して頼め
る地域の建築業者の存在を住民に周知していくことも詐欺被害を
防止する上で大切です。

空き家・リフォーム

空き家の改修等に対する補助金がある自治体

交付対象工事一例 補助金

市内商品券
最大２０万円

市内商品券
一律５万円

最大１０万円

最高２０万円

最大１０万円

自治体

桜井市

市内商品券
最大１０万円

宇陀市

大和郡山市

広陵町

下市町

河合町

川上村
上限

１００万円

新築または増築、改築及びリフォーム内装工事をする場合。
新築は県産材及び内装材の総材量が５㎥以上使用。
増改築は県産材及び内装材の総材量が２㎥以上使用。
内装工事は県産材及び内装材の総面積が２０㎥以上使用。
※市内施工業者が行う場合は、さらに５万円を加算。

窓の断熱改修、または外壁・屋根・天井・床の断熱改修を
いずれか含んでいること。
外構工事の費用を除く工事に要する総費用が５０万円以上

住宅・店舗の新築やリフォーム等の際に、宇陀市産木材を
使用した方。
構造材または内装材ら利用した、宇陀市産木材購入費の半額。

一般的なリフォーム工事全般（経費が２０万円以上）
※塀、柵などの外構工事やシステムキッチン、便器などの
　設備備品が対象外。

町内の製材所で購入した、吉野郡内で生産又は製材された
木材を使用した改修、修繕、改修、増築工事であること。
工事費用が２０万円以上

居住部分の修繕、改修・壁紙の張り替え、外壁の塗り替え、
屋根の葺き替え、バリアフリー化、建具・ガラス・給排水
その他住宅の模様替え等のための工事

新築・リフォーム・購入する方に、対象経費の１／２を補助。
川上産吉野材を２㎥または２０㎡以上使用した場合の新築・
リフォーム、村の耐震診断を受診した耐震リフォームには
上限２００万円。

県内市町村で実施されている住宅リフォーム助成制度（３市３町１村）

※詳しいことは該当市町村の関係窓口へお問合せください。

空き家・町家バンク活用住宅支援補助金（荷物撤去・改修・購入費用一部補助）

空き家対策支援事業（除去・改修に補助）

空き家・町家バンク活用住宅支援改修費補助金

空き家改修事業補助金

空き家改修補助金

空き家リフォーム工事補助金（工事施工業者は原則として村内事業者）

定住促進空き家改修事業補助金（空き家バンク登録）

定住促進空き家改修事業補助金（空き家バンク登録）

空き家改修事業等補助金

空き家情報バンク活用支援（改修修繕）補助事業・空き家等解体事業補助金

定住促進空き家改修事業補助金

空き家リフォーム工事補助金（空き家バンク登録）

空き家改修事業補助金（空き家バンク登録）

空き家リフォーム補助金

奈良市

香芝市

御所市

山添村

曽爾村

明日香村

吉野町

下市町

天川村

十津川村

東吉野村

黒滝村

野迫川村

三郷町

※上記以外の自治体でも様々な助成金制度がありますので詳しくは各市町村でご確認して下さい。

奈
良
建
築
青
協
活
動

家
族
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

家
族
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　

６
月
１
日
に
信
貴
山
の

ど
か
村
に
お
い
て
、
奈
良

青
協
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
家
族
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
天
候
も
よ

く
各
支
部
よ
り
全
員
で
１

２
０
名
と
多
く
の
参
加
者

と
な
り
ま
し
た
。

　

大
人
達
は
ビ
ー
ル
片
手

に
炭
を
囲
ん
で
楽
し
く
歓

談
し
、
子
供
た
ち
は
遊
具

や
貰
っ
た
景
品
で
遊
ん
で

い
ま
し
た
。

　

今
回
は
モ
ル
ッ
ク
大
会

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
モ
ル
ッ
ク
と
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
カ
レ
リ
ア
地

方
の
伝
統
的
な
キ
イ
ッ
カ

と
い
う
ゲ
ー
ム
を
元
に
開

モ
ル
ッ
ク
大
会
は
大
盛
り
上
が
り
、120
名

　

の
大
家
族
が
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
通
じ
て
交
流

発
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
50

点
先
取
し
た
時
点
で
ゲ
ー

ム
終
了
で
す
。

　

下
手
投
げ
で
行
う
の
が

基
本
で
順
番
に
モ
ル
ッ
ク

を
投
げ
て
ス
キ
ッ
ト
ル
を

倒
し
ま
す
。
１
本
し
か
倒

れ
な
か
っ
た
場
合
は
「
倒

れ
た
ス
キ
ッ
ト
ル
に
書
か

れ
て
い
る
数
字
＝
点
数
と

な
り
ま
す
。

　

各
支
部
対
抗
戦
で
皆
さ

ん
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

ち
び
っ
こ
向
け
の
お
も

ち
ゃ
の
く
じ
引
き
が
始
ま

る
と
、
目
当
て
の
景
品
を

狙
う
た
め
に
長
蛇
の
列
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
公
園

の
良
い
と
こ
ろ
は
周
り
を

モルック大会が大いに盛り上がる

１２０名もの家族が参加されました

※広陵町の住宅リフォーム助成
町民が自己の居住している住宅を、町内の住宅リフォーム登録業者を利用し、
２０万円以上の通常のリフォーム工事に対して助成。
対象工事・・壁紙の貼り替え、外壁の塗替え、屋根瓦葺替え、台所等給排水の
　　　　　　改修、トイレ設備改修、その他住宅の模様替え等のための工事

対象工事費 助　成　額 助成上限額

１０万円以上 対象工事費の総額の１０％ １０万円を限度

済
活
性
化
を
目
的
に
各
支
部
で

は
首
長
や
議
会
議
員
へ
の
地
道

な
要
請
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
大
和
郡
山
市
・
桜
井
市
・

河
合
町
・
広
陵
町
・
下
市
町
・

川
上
村
・
宇
陀
市
で
助
成
制
度

が
創
設
さ
れ
、
全
国
で
５
０
０

を
超
え
る
自
治
体
で
創
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
大

き
な
魅
力
は
、
そ
の
地
域
住
民

で
も
あ
る
建
築
業
者
を
利
用
す

る
こ
と
が
条
件
で
、
組
合
員
に

と
っ
て
は
大
き
な
仕
事
確
保
の

一
助
と
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度

を
住
民
に
上
手
く
説
明
し
、
仕

事
確
保
の
一
つ
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
引
き
続

き
、
県
下
す
べ
て
の
市
町
村
に

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設

を
求
め
て
、
要
請
行
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

緑
に
囲
ま
れ
、

隣
に
は
ソ
リ
滑

り
が
で
き
る
場

所
が
あ
る
な
ど
、

自
然
を
満
喫
で

き
る
の
で
、
大
人
達
も
の

ん
び
り
出
来
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。

　

家
族
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
最
大
の
魅
力
は
、
各

支
部
か
ら
集
ま
っ
た
青
年

層
仲
間
が
組
合
活
動
の
悩

み
や
魅
力
、
仕
事
の
近
況

な
ど
を
語
り
合
っ
た
り
し

て
親
交
を
深
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
同
時
に
奥
さ

ん
や
家
族
に
も
組
合
活
動

へ
の
理
解
も
得
ら
れ
る
こ

と
が
一
番
で
す
。

　
（
本
部
書
記　

中
西
記
）



令和７年６月新加入（敬称略）
支 部
奈　良
橿　原

氏　名
坂本　　悠
上田　範子

紹介者
植原　賢治
浅岡　正則

年令
18
81

職　種
解体業
工務店経営

組
合
員　

２
、１
４
２
名　

支
部
組
織
人
員（
令
和
７
年
6
月
20
日
現
在
）

今月の労災事故件数
（令和７年５月21日～
　　　令和７年６月20日まで）

一人親方４件／一括有期２件

1. 墜落・転落

項　　　目
一人
親方 合計

職人 業主

2. 転倒

3. 飛来・落下

4. 電動工具

5. 切れ・擦れ

6. 踏み抜き

7. 破壊・倒壊

8. 動作の反動・無理な動作

9. 交通事故

10. その他（激突・感電等）

合　　　計

一括有期

0
2
0
1
0
0
0
1
0
0
4

1
2
0
2
0
0
0
1
0
0
6

0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

奈　良

生　駒

山　添

都　祁

郡　山

斑　鳩

天　理

東宇陀

田原本

北　葛

桜　井

香　芝

宇　陀

橿　原

菟田野

東吉野

御　所

吉　野

中吉野

五　条

川　上

西吉野

天　川

十津川

下北山

合　計

128

169

29

13

53

46

159

16

70

287

124

100

121

455

41

18

82

50

56

92

10

6

2

12

3

2,142

『先月より７名減』

毎月１回発行　871号（3）2025年７月１日

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

　

小
雨
が
降
る
な
か
、
紫

陽
花
が
き
れ
い
に
咲
く
６

月
10
日
（
火
）
に
防
災
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。
支
部
参
役
４
人
と
各

分
会
長
防
災
委
員
５
人
で
、

北
部
４
町
を
４
人
・
南
部

を
５
人
に
分
か
れ
、
本
部

支部参役と分会長で防災パトロール

事業所を訪問、ご安全にと声掛け
宣
伝
カ
ー
と
支
部
の
車
に

分
か
れ
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

　

雨
で
工
事
現
場
は
休
み

が
多
か
っ
た
た
め
事
務
所
、

作
業
所
、
組
合
員
さ
ん
宅

を
訪
問
し
、
安
全
第
一
で

　

く
れ
ぐ
れ
も
事
故
災
害

　

の
な
い
よ
う
に
と
声
掛

　

け
や
、
チ
ラ
シ
・
パ
ン

　

フ
レ
ッ
ト
の
ポ
ス
テ
ィ

　

ン
グ
を
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
し
た
。

　
　

最
近
の
仕
事
状
況
や

　

組
合
人
数
の
減
少
等
い

　

ろ
い
ろ
と
話
し
な
が
ら
、

　

組
合
や
労
災
未
加
入
者

の
方
に
は
建
築
組
合
へ
の

加
入
紹
介
も
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
り
体

調
管
理
の
大
変
な
時
期
に

入
り
ま
す
が
、
無
理
な
く

安
全
第
一
で
事
故
災
害
が

な
い
よ
う
に
皆
様
の
健
康

と
安
全
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。

（
財
政
長
藤
井
本
正
明
記
）

梅
雨
の
蒸
し
暑
い
季
節
。

　
　
怪
我
ゼ
ロ
を
呼
び
掛
け
る

◎
奈
良
県
労
働
基
準
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
３
６
ー
２
０
４
０

情
報
コ
ー
ナ
ー

各
種
試
験
・
技
能
講
習
の
ご
案
内

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
や
建
災
防
奈
良
県
支
部
で
は

各
種
技
能
講
習
会
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○
玉
掛
け
技
能
講
習

　
　

学
科
７
月
17
日
〜
18
日（
組
本
）
実
技
７
月
19
日

　

○
石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

学
科
７
月
10
日
〜
11
日

　

○
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

学
科
７
月
17
日
〜
18
日

　

○
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

学
科
８
月
５
日
〜
６
日

◎
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
２
２
ー
３
３
４
５

　

○
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

学
科
９
月
10
日
〜
11
日

　
　

学
科
令
和
８
年
１
月
14
日
〜
15
日

　

○
石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

学
科
令
和
８
年
１
月
27
日
〜
28
日

　

○
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
特
別
教
育

　
　

学
科
11
月
５
日

　

○
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

学
科
９
月
18
日
〜
19
日

情
報
コ
ー
ナ
ー

申
込
み
は
労
働
基
準
協
会
並
び
に
建
災
防
奈
良
県
支
部
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。       

基
準
協
会
や
建
災
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※
（
組
本
）
は
組
合
本
部
が
会
場

北
葛
支
部

　

梅
雨
入
り
前
の
６
月
８

日
（
日
）
の
８
時
か
ら
、

菟
田
野
支
部
組
合
会
館
周

辺
の
草
刈
奉
仕
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

６
月
は
当
地
で
は
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ふ

れ
あ
い
デ
ー
そ
の
他
イ
ベ

ン
ト
が
目
白
押
し
で
、
支

部
３
役
を
含
む
役
員
９
名

中
、
７
名
の
参
加
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

菟
田
野
地
域
事
務
所
の

敷
地
内
を
間
借
り
し
て
い

る
支
部
事
務
所
は
、
か
つ

て
の
菟
田
野
建
設
業
協
会

支
部
会
館
の
草
刈
奉
仕
活
動

支
部
会
館
の
草
刈
奉
仕
活
動

菟
田
野
支
部

役員で支部会館まわりを草刈り

の
事
務
所
だ
っ
た
と
こ
ろ

を
建
築
組
合
菟
田
野
支
部

が
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

地
元
の
た
め
に
何

か
の
お
役
に
立
た
ね

ば
と
思
う
気
持
ち
は

あ
る
の
で
す
が
、
今

日
の
作
業
は
い
わ
ば

自
分
の
部
屋
の
掃
除

の
よ
う
な
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
て
さ
て
、
プ
ロ

の
建
築
職
人
の
集
団

と
し
て
如
何
に
動
け

ば
良
い
も
の
か
と
、

自
問
の
思
い
を
強
く

す
る
作
業
で
し
た
。
早
朝

よ
り
作
業
を
し
て
く
れ
た

仲
間
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

（
支
部
長　

水
分
敦
弘
記
）

仲間や建築現場の
　　　紹介をお願いします

　組合では春と秋に組織拡大強化月間を設けて、新規加入
者105名を目標に各支部組織拡大運動に取組んでいます。
　現場や取引先や友人知人など、組合に未加入の建築関係
の方がおられましたら、事業主・一人親方・職人を問わず
ご紹介をお願いします。
　組合事業内容として中建国保、労災保険、税金申告、建
設業許可などの相談を詳しくご説明させていただきます。
　ご紹介いただける方がおられましたら、組合本部または
所属支部までご連絡ください。
　皆さんによる「未加入者の掘り起し」と「声かけ」が最
大の力となります。



毎月１回発行　871号 2025年７月１日（4）

　近年の猛暑の影響で増加している重篤化した熱中症による死亡事故を防ぐ
ため、厚労省において、本年６月１日より改正労働安全規則が施行されました。
熱中症対が罰則付きの義務化になります
　この改正規則では、労働者を雇用する全ての事業者に対して、労働者への
熱中症対策を義務付けており、事業者が熱中症対策を適正に行わなかった場
合には、６ヶ月以下の懲役又は５０万円以下の罰金という罰則が科されます。
義務化の主な内容
　改正規則は基本的な考え方として「見つける⇒判断する⇒対処する」を掲
げています。現場で熱中症のおそれのある労働者を早期に見つけ、その状況
に応じ、迅速かつ適切に対処することにより熱中症の重篤化を防止するため、
以下の「体制整備」・「手順作成」・「関係者への周知」が事業者に義務付けら
れます。
「対象」となるのは、
（１）継続的な手及び腕の作業、腕及び足の作業のなど（例：釘打ち、盛土）
（２）「WBGT（暑さ指数）28度以上または気温31度以上の環境下で、連続
　　１時間以上または１日４時間を越えての実施が見込まれる作業。
　※WBGTの確認方法は、環境省の熱中症予防情報サイト、日本気象協会
　　tenki.jpで熱中症情報の発信等を行っています。
「体制整備」
（１）職場で「熱中症の自覚症状がある作業者（発症者）」や、「熱中症のお
　　それのある作業者を見つけた者（発見者）」がその旨を報告するための「熱
　　中症担当者」をあらかじめ決めておきます。
（２）職場で熱中症のおそれのある労働者を把握した場合、迅速かつ的確な
　　判断が可能となるように、「事業者における緊急連絡網」「緊急搬送先の
　　連絡先及び所在地等」をあらかじめ確認しておきます。
「手順体制」
　職場で熱中症のおそれのある労働者を把握した場合の、「作業離脱（作業
をやめる）」「身体冷却（発症者を安静にし体を冷やす）」、「医療機関への搬送」
等の重篤化を防止するための対応をまとめ、フローチャートを作成します。
「関係者への周知」
　熱中症のおそれのある労働者を把握した際の手順や連絡体制を関係者に対
し周知します。（例１）関係者に対し、朝礼やミィーティングで熱中症担当
者や発生時の対応について説明する（例２）作成した熱中症発生時のフロー
チャートを事業場、会議室や休憩所などのわかりやすい場所へ掲示する。

６月より、労働者への熱中症対策が義務化
「見つける⇒判断する⇒対処する」




